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令和8年度教科書展示会のご案内 
日時：６月16日（火）～７月１日（水） 9:00～17:00 （日曜日は休館） 

会場：茨城県鉾田合同庁舎３階 特別会議室 

リーダーシップ【研究主任等】研修 第 1回（5/13） 

 本研修は、校内研究の活性化を通して、組織的な取組の実現と、学校教育目標の具 

現化をマネジメントできるリーダーシップを高めることを目的として開催しました。 
  実践発表では、潮来市立延方小学校の渡辺杏二教諭が、これまで研究主任、教務主 
任として取り組まれた校内研究の具体、その中で大切にしてきたことや苦労したことなど 
をご発表いただきました。 
 講義では、リーダーとして校内研究を推進する立場として、何を大切にして、どのように 
全職員参加の校内研究を実現するか、その考え方のヒントになるような内容をお伝えしま 
した。特に以下の点を強調いたしました。 
 □ めざす姿が分かりやすいか。それをめざすことに「わくわく」するか。 
 □ 何のために校内研究をするのかについて、校内で「目線合わせ」ができているか。 
 □ 全職員の「納得感」と「心理的安全性」を確保できるか。 
 □ 持続可能な研究になっているか。 
  演習協議では、管内 5市の指導主事に、協議しているグループを回りながら適宜助言 
をしていただきました。参加者同士が語り合い、自校の研究のヒントを得ようと主体的に協 
議を深める姿が見られました。また、今年度は小中合同で開催し、中学校区での協議を取 
り入れることとしました。9年間で子どもを育てる意識をもち、行動連携にまでつなげようとする姿が見られました。 
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【渡辺教諭による実践発表】 

【中学校区のグループ協議】 

事後のアンケートより 
・研究テーマについてもう少し練り直す必要がある部分があるが、今日の研修の中でどのような方向で進めていけば良いか見えてきた。 
・研究の柱や具体的な方向性について全職員と共有し、さらにみんなで取り組んでいく意識を常にもっていけるようにすれば、納得感安
心感を得られるのではないかと感じた。 
・これまでの疑問や不安を解消するためのヒントが得られた。 
・自分がどの立場にいるのかが明確になり、よりやる気が湧きました。 


